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産
業
空
洞
化
政
策
に
お
け
る
最
低
賃
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書

厚
生
労
働
大
臣
の
諮
問
機
関
・
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
小
委
員
会
は
、
先
月
二
十
六
日
、
都
道
府
県
別
の
最
低
賃
金
の
今

年
度
に
お
け
る
引
き
上
げ
額
の
目
安
を
決
め
、
昨
年
度
全
国
平
均
に
比
べ
九
円
減
の
六
円
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
現
政
権
の
「
製
造
業
へ
の
派
遣
は
原
則
禁
止
」
「
Ｃ
Ｏ
�
は
一
九
九
〇
年
比
二
五
％
削
減
」
「
最
低
賃
金
の
全

国
平
均
一
、
〇
〇
〇
円
」
な
ど
、
日
本
の
雇
用
を
空
洞
化
さ
せ
る
政
策
に
よ
り
、
景
気
の
先
行
き
不
透
明
感
か
ら
企
業
は
所
定

内
給
与
の
引
き
上
げ
に
慎
重
だ
っ
た
上
、
「
子
ど
も
手
当
」
「
高
速
道
路
無
料
化
」
「
戸
別
所
得
補
償
」
「
高
校
無
償
化
」
な

ど
の
理
念
な
き
バ
ラ
撒
き
政
策
が
行
わ
れ
た
た
め
、
我
が
国
の
経
済
状
況
、
特
に
雇
用
状
況
は
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
や
今
夏
の
電
力
供
給
制
限
が
企
業
を
益
々
圧
迫
し
、
大
幅
な
賃
金
引
き
上

げ
は
困
難
と
判
断
し
た
も
の
と
推
察
す
る
。
被
災
地
で
は
雇
用
の
維
持
で
さ
え
困
難
な
企
業
が
多
く
、
被
災
三
県
だ
け
を
み
る

と
僅
か
一
円
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
九
都
道
府
県
に
お
い
て
最
低
賃
金
が
生
活
保
護
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
問
題

に
つ
い
て
、
そ
の
解
消
は
一
部
に
留
ま
る
見
通
し
で
、
来
年
以
降
に
逆
転
解
消
が
進
む
の
か
、
生
活
保
護
の
給
付
水
準
も
年
々

上
昇
し
て
お
り
、
経
済
の
好
転
を
期
待
す
る
し
か
な
い
。
一
方
、
年
収
二
百
万
円
以
下
で
働
く
、
所
謂
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
呼

ば
れ
る
労
働
者
は
増
加
し
て
お
り
、
千
万
人
を
超
え
て
い
る
と
聞
く
。

一



現
在
は
震
災
か
ら
の
早
期
復
興
只
こ
の
一
挙
に
尽
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
現
政
権
に
よ
る
産
業
空
洞
化
政
策
を
即
刻
撤
回

し
、
地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
中
小
企
業
の
生
産
性
を
伸
ば
し
競
争
力
を
凌
駕
で
き
る
よ
う
全
力
で
我
が
国
経
済

と
地
域
経
済
を
立
て
直
す
こ
と
が
急
務
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

厚
生
労
働
大
臣
の
諮
問
機
関
・
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
小
委
員
会
が
、
先
月
二
十
六
日
、
都
道
府
県
別
の
最
低
賃
金
の

今
年
度
に
お
け
る
引
き
上
げ
額
の
目
安
を
決
め
、
昨
年
度
全
国
平
均
に
比
べ
九
円
減
の
六
円
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
今
年
度
の
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
額
の
目
安
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
な
ど
最
低
賃
金
に
近
い
給
料
の

労
働
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
北
海
道
に
つ
い
て
は
四
年
間
で
六
百
五
十
四
円
か
ら
七
百
四
円
と
五
十
円
上
が
る
こ
と
に
な
り
、

労
働
市
場
を
顧
み
な
い
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
却
っ
て
雇
用
を
減
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
が
、
菅
内
閣
の
見

解
如
何
。

四

一
〜
三
に
関
連
し
、
現
在
九
都
道
府
県
に
お
い
て
最
低
賃
金
が
生
活
保
護
の
水
準
を
下
回
る
一
方
、
生
活
保
護
の
給
付
水

二



準
も
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
そ
の
逆
転
解
消
に
つ
い
て
、
国
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見

解
如
何
。

五

現
在
、
年
収
二
百
万
円
以
下
で
働
く
、
所
謂
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る
労
働
者
は
増
加
し
て
お
り
、
千
万
人
を
超
え

て
い
る
と
聞
く
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

五
に
関
連
し
、
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、
「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
で
は
あ
ま
り
効
果
が
期
待
で
き
な
く
、
給
付
付
き
税
額

控
除
の
導
入
な
ど
の
政
策
を
講
じ
て
は
ど
う
か
」
と
の
声
が
あ
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

現
在
は
震
災
か
ら
の
早
期
復
興
只
こ
の
一
挙
に
尽
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
現
政
権
に
よ
る
産
業
空
洞
化
政
策
を
即
刻
撤
回

し
、
地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
中
小
企
業
の
生
産
性
を
伸
ば
し
競
争
力
を
凌
駕
で
き
る
よ
う
全
力
で
我
が
国
経

済
と
地
域
経
済
を
立
て
直
す
こ
と
が
急
務
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


